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河川堤防 斜面災害研究

• 地震，浸透，侵食，洗掘，土砂移動など ・ これまでも多くの被害調査

対象は広く，未解明な事象が多い ・ 影響要因の多さ，複雑な問題

• 学際領域の研究であり，近年活発化 ・ 外力（雨量データ）の精緻化

被害調査

・ JGSには災害調査団を組織的に派遣する仕組み（災害連絡会議）
・ 堤防の被害調査が近年本格化

・ 調査内容の不統一，写真を撮る程度のものも多い，紙ベースのデータ

多くの会員の参加を得て，広範にデータ取得

データの蓄積と活用
・ 災害時の迅速な情報発信

・ データサイエンス，データ駆動アプローチ

・ データのオープン化

・ データプラットフォームの整備

JGS災害連絡会議 今後の災害調査の方針

現象の解明，予測の高精度化，構造物の信頼性向上は社会的要請

データ利用の高度化に向けて

潜在的な調査団員



令和２年１０月から始動します（河川堤防から）

・災害連絡会議
（座⾧・幹事⾧・専門委員）
・地方委員

発災

調査団設置決定

・災害連絡会議
・地方委員，
・地方連絡委員

調査団組織
広く学会員から募る

調査の遂行
緊急調査，詳細調査

・地方委員
・調査団員（会員）

緊急調査情報の共有

詳細調査情報

・調査団，団員（会員）
・地方委員，地域委員
・災害連絡会議専門委員会

・「災害調査データの集積と
活用委員会」
・調査団
・堤防，斜面災害の研究者・
実務者，情報科学分野

・令和2年10月の災害から始動します（堤防が先行）。
・災害調査経験のない方でも，是非ご参加ください

＜ただし個人会員（正会員，学生会員）＞
お住いの地方での発災時に，貢献したい・・・

・国交省地方整備局等との災害調査協定：９支部中の７支部
で締結済み。北陸支部，四国支部も10月中(見込み）。

タイムリーに
社会へ発信

調査中にリアルタイムで情報の共有
：調査の効率化，多くの会員の参加

デ
ー
タ
の
利
用

事前登録



体制と活動内容

・災害調査データの集積と活用委員会（委員長 岡村未対）

長期継続委員会，災害データに関する収集・集積・活用を統括

地盤工学での研究利用

・データの収集：

専門委員会（堤防：小高猛司委員長，斜面：鈴木素之委員長）の機能強化

調査ガイドラインの整備：
基本的調査項目と方法の解説書。被災地
域の多くの会員を調査活動に参加可能に

リアルタイム調査状況共有システム：
発災直後（1週間程度）の緊急調査に利用。
調査の進捗状況，被災無被災地域の分布を
共有，社会へ発信

地図上に
プロットされる



事前登録から調査までの流れ

事前登録

• 学会登録フォーム
https://form.os7.biz/f/123839ef/ にアクセス，登録

事前登録は2020年10月19日（月）13：00より開始

• 折り返しJGSからメール送信される

• LINE/DIAS登録用URLにアクセス，

LINE/DIASに登録。
水系別QRコードの情報が送られる。緊急調査時にこの
QRコードをLINEで読み込んで調査を実施

• JGSのHPからガイドライン，詳細入力フォームを
ダウンロード。事前に目を通し，準備。

参加資格：地盤工学会の個人会員（正会員，学生
会員）ならどなたでも



事前登録から調査までの流れ
• JGSのHPからガイドライン，詳細入力フォームをDL。

• 事前に目を通し，準備

（DL用のページは2020年10月19日（月）13：00より開始）



発災，調査団の設置から調査

• 事前登録会員にメールで連絡

• （他の会員にも参加呼びかけ）

• スマホで水系別QRコードを読み込んで
LINE/DIASを立ち上げ

• 踏査しながら被害/無被害，水位情報などを
100-200m毎に入力

• 全体の調査状況を確認しながら調査地点を
移動

• 被災地点では詳細調査を実施

フォームに入力し，後日報告

地図上に
プロットされる



被災地点では詳細調査
（R3からはWEB入力フォーム）



災害連絡会議構成（令和２年度）

座 長（副会長） 岡村 未対
幹事長（総務部長） 岸田 潔
幹事（調査研究部長）高橋 直樹
幹事 野田 利弘
幹事 石井 裕泰
幹事長代理 永田 満枝

専門委員
複合災害 安田 進
地震災害 金谷 守
降雨時の斜面崩壊 鈴木 素之
降雨時の河川の洪水小高 猛司
火山災害 千葉 達朗
地すべり 上野 将司
地盤沈下・陥没 渡部 要一
雪氷・雪崩 河島 克久
津波 富田 孝史

地方委員
北海道 石川 達也
東 北 風間 基樹
北 陸 大塚 悟
関 東 清田 隆
中 部 八嶋 厚
関 西 渦岡 良介
中 国 畠 俊郎
四 国 ネトラ バンダリ
九 州 安福 規之

地方連絡委員
北海道
上川・ 網走地方 山下 聡
十勝・ 根釧地方 宗岡 寿美
道央・ 道北地方 石川 達也
日高地方 中村 努
胆振・ 後志地方 木幡 行宏
渡島・ 桧山地方 佐野 佶房

青森県 片岡 俊一
秋田県 荻野 俊寛
岩手県 山本 英和
山形県 奥山 武彦
宮城県 山口 晶
福島県 中村 晋
新潟県 大塚 悟
富山県 古谷 元
石川県 宮島 昌克

茨城県 榎本 忠夫
栃木県 清木 隆文
群馬県 若井 明彦
埼玉県 桑野 二郎
千葉県 塚本 良道
東京都 渡邊 健治
神奈川県 規矩 大義
山梨県 後藤 聡

静岡県 北 勝利
愛知県 張 鋒
三重県 酒井 俊典
岐阜県 沢田 和秀
長野県 梅崎 健夫

福井県 荒井 克彦
滋賀県 深川 良一
京都府 渦岡 良介
大阪府 河井 克之
和歌山県 江種 伸之
奈良県 三田村 宗樹
兵庫県 鳥居 宣之
広島県 森脇 武夫
岡山県 小松 満
山口県 鈴木 素之
島根県 志比 利秀
鳥取県 中村 公一

徳島県 蒋 景彩
香川県 山中 稔
愛媛県 ネトラ バンダリ
高知県 原 忠

福岡県 石蔵 良平
佐賀県 日野 剛徳
長崎県 蒋 宇静
熊本県 椋木 俊文
大分県 工藤 宗治
宮崎県 末次 大輔
鹿児島県 酒匂 一成
沖縄県 松原 仁



多くの地盤工学会員の皆様に

登録・参加いただきますようお願いします

※ 常呂川のQRコードで練習していただけます。
（R2.11月まで）

※ 河川堤防が先行していますが，
R3年からは斜面災害も始動する予定です


